
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、提出された意見書の文面です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団   №66 

市議団ニュース 

 

連 絡 先    201３年 ６月 16 日号 

木村奉憲 22－8567、杉野 修 58－9010 

石田利春 52－7260、渡辺昌代 21－9058 

【議員団控室（市役所 4F）の住所・久喜市下早見８５－３】 

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

今
こ
そ

９６
条
改
正
を
止
め
る
広
範
な
世
論
を 

日本国憲法第 96 条の改正案を 

提出しないことを求める意見書 

 

平和主義、主権在民、基本的人権の尊重をうたった

現憲法は崇高な理念の下、我が国の最高法規としてそ

の位置づけを明確にしている。 

 今日、憲法改正の発議要件を国会の三分の二以上

の賛成から二分の一以上へと緩和する改正論議がな

されてきているが、「最高法規」としての位置づけや、

他の先進国での発議要件などを考えたとき、改正の

ためのハードルを軽々に下げるべきではない。 

 改正要件を定めた第 96 条については、他の条文と共

に国民的議論を深めることが相応しく、立憲主義の目

的からも第 96 条についてのみの先行改正については

慎重を期すべきである。 

 国民意思を忖度するならば十分な論議と共通認識を

得ることが肝要である。よって国に対し以下のことを

求める。 

１、日本国憲法第９６条の改正案を 

        国会に提出しないこと。 

会派や立場を超えて意見書を提出しました 

 

今
、
自
民
党
、
日
本
維
新
の
会
な
ど
が

現
行
憲
法
の
う
ち
、
第
９６
条
の
改
正
発
議

要
件
を
全
国
会
議
員
の
３
分
の
２
か
ら

２
分
の
１
に
変
え
る
提
案
を
し
、
参
議
院

選
挙
の
「
公
約
に
す
る
」（
安
倍
首
相
）

と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。 

 
憲
法
は
最
高
法
規
！ 

 
す
べ
て
の
法
律
は
、
現
行
憲
法
を
考
え

方
の
根
本
思
想
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

２
分
の
１
に
す
る
と
他
の
法
律
と
同
じ

に
な
り
、
憲
法
が
憲
法
で
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
政
権
が
変
わ
る
と
簡
単
に
憲

法
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
国
の

運
営
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
３
分
の
２
は
、 

「
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
ら
国
民
の
意
見

が
通
ら
な
い
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
ま
っ
た
く
逆
で
す
。
多
く
の
国

で
も
発
議
要
件
は
３
分
の
２
程
度
の
高

さ
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
政

権
の
都
合
で
憲
法
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
変

え
な
い
よ
う
「
国
民
が
権
力
を
し
ば
る
」 

こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も 

憲
法
は
、「
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
国
家

権
力
を
抑
制
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。「
国
家
の
権
力
の
濫

用
か
ら
国
民
を
守
る
」
こ
れ
が
『
立
憲

主
義
』
と
い
う
立
場
な
の
で
す
。 

請願採択に向け全力をつくします 

６
月
議
会
に
向
け
、
全
日
本
年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部

久
喜
市
協
議
会
の
久
喜
、
菖
蒲
、
栗
橋
、
鷲
宮
の
各
支
部

代
表
か
ら
連
名
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
年

金
の
2.5
％
削
減
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し

て
ほ
し
い
と
の
内
容
で
す
。 

年
金
者
組
合
で
は
提
出
に
あ
た
っ
て
、
各
会
派
の
代
表

に
事
前
に
請
願
主
旨
を
直
接
説
明
し
、
賛
同
の
上
、
国
に

意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
提
出
時
点
で
は
会
派
か
ら
の
賛

同
や
紹
介
議
員
と
な
る
確
約
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
、
高
齢
者
の
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
年
金
削
減
を
許
さ
な
い
請
願
主
旨
に
賛

同
し
、
杉
野
・
石
田
両
議
員
が
紹
介
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
2.5
％
の
削
減
案
が
昨
年
11
月
、
国
会
で
ほ
と
ん
ど

審
議
さ
れ
る
こ
と
な
く
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
今
議
会

の
議
決
を
待
っ
て
意
見
書
の
提
出
す
る
の
で
は
時
期
的
に

間
に
合
わ
な
い
た
め
、
日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
請
願

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
意
見
書
を
同
時
に
提
出
し
ま
し
た
。 

紹
介
議
員
は
木
村
・
渡
辺
両
議
員
で
す
。
い
ず
れ
も
年

金
2.5
％
削
減
を
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
削
減
を
中
止

さ
せ
る
た
め
に
、
年
金
者
組
合
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

請
願
の
採
択
と
、
意
見
書
の
可
決
を
図
る
た
め
全
力
を
あ

げ
ま
す
。 

請
願
は
６
月
２１
日
（
金
）
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
で
、

審
議
、
意
見
書
は
７
月
２
日
（
火
）
の
最
終
日
に
採
決
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
多
数
の
方
の
傍
聴
を
呼
び
か
け
ま

す
。 

 

６月議会
党議員団 

 

年
金
者
組
合
が
年
金
引
下

げ
の
中
止
を
求
め
る
請
願 

を
提
出
し
ま
し
た 

 

日本共産党久喜市議団 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
額
一
億
七
千
万
円
、
一
人
当
り
１
５
万
円
削
減 

久
喜
市
一
般
職
員
等
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
財
源
に
充
て
る
た
め
、
国
家
公
務

員
の
給
与
が
平
均
で
7.8
％
減
額
さ
れ
、
平

成
２５
年
度
に
限
り
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
国
に
準
じ
た
減
額
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
と
要
請
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
デ
フ
レ
不
況
打
開
策

の
鍵
は
、
賃
上
げ
と
安
定
し
た
雇
用
の
拡

大
で
、
働
く
人
の
所
得
を
増
や
す
こ
と
と

提
案
し
て
い
ま
す
。 

久
喜
市
の
職
員
給
与
を
下
げ
れ
ば
、
久

喜
市
の
経
済
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
は

必
至
で
、
公
務
員
の
給
料
を
下
げ
れ
ば
民

間
の
賃
金
に
も
波
及
し
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ

ラ
ル
に
陥
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
明
ら
か
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
は
、
不
要

不
急
の
大
型
公
共
事
業
の
削
減
や
、
富
裕

層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
財
源
を
生
み

出
す
べ
き
で
す
。 

 

全国市長会の緊急アピール（抜粋） 

 

１、地方公務員の給与は各自治体が

自主的に決めるもの。 

２、地域経済を回復基調にのせるた

めにも、また、民間給与引き上げ

を要請している政府の立場とも

矛盾する。 

３、これまで地方は、総人件費を 10

年間で１．６兆円も削減し、人員

も１３万人削減してきた。その努

力が反映されていない。 

４、国と地方の公務員の給与や定数

については「国と地方の協議の

場」で議論を開始すべきである。 

   平成２５年２月２０日 

          全国市長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
２５
年
度
６
月
議
会
に
、
久

喜
市
さ
く
ら
保
育
園
改
築(

建
築)

工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
議
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
早

急
に
建
て
替
え
を
と
要
求
し
て
い

た
だ
け
に
、
や
っ
と
安
心
で
き
ま

す
。
全
部
で
８
部
屋
プ
ラ
ス
調
理

室
、
更
衣
休
憩
室
で
か
ぎ
型
土
地

に
合
わ
せ
た
平
屋
建
て
で
す
。 

来
年
４
月
か
ら
開
園
と
な
り
ま

す
。
０
歳
児
も
受
け
入
れ
、
定
員

は
１０
名
増
え
て
７０
名
と
な
り
ま

す
。
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
顔
が
楽
し

み
で
す
。 

 

国
の
要
請
に
対
し
、
市
長
は
代
表
質
問

の
答
弁
で
、「
こ
れ
ま
で
も
人
件
費
削
減

に
取
り
組
ん
で
来
た
全
国
の
市
区
町
村

の
努
力
を
考
慮
し
て
い
な
い
も
の
」
と
否

定
的
な
発
言
と
と
も
に
、
埼
玉
県
や
他
自

治
体
の
動
向
を
見
き
わ
め
決
定
す
る
と

し
て
い
ま
し
た
。
埼
玉
県
の
上
田
知
事
が

「
苦
渋
の
決
断
」
を
し
た
こ
と
を
受
け
、

久
喜
市
も
決
断
し
た
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り

に
も
主
体
性
が
な
い
と
指
摘
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
ま
た
地
方
公
務
員
の
給
与
は

地
方
が
自
主
的
に
決
め
る
も
の
で
あ
り
、

国
か
ら
要
請
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

  

公務員給与引き下げは時代の流れに逆行！ 

さくら保育園 新たに建築へ！長年の要求実る 

削減期間 平成 25 年 7

月～平成 26 年 3 月まで 

平均削減率 5.0% 

総額 1億 7024 万 5 千円 

１人当り 15 万 560 円 

市長は 532,350 円 

 

２０１３年６月議会 日程表 本会議インターネット中継がはじまっています。 

日時 会議種別 適用 備考 

19 日 水 9:00 本会議 
市長提出議案に対する質疑 

請願の上程 
傍聴できます 

19 日 水 本会議終了後 委員会 予算決算常任委員会 傍聴できます 

２０

日 
木 9:00 委員会 総務財政市民常任委員会・分科会 傍聴できます 

２１

日 
金 9:00 委員会 

福祉健康常任委員会・分科会 

「年金 2.5%削減中止を求める～」請願審議 
傍聴においで下さい 

２４

日 
月 9:00 委員会 建設上下水道常任委員会・分科会 傍聴できます 

２６

日 
水 9:00 委員会 

教育環境常任委員会・分科会 

(栗橋文化会館 イリスにて) 
傍聴できます 

７月 

２日 
火 

9:00 委員会 予算決算常任委員会 傍聴できます 

9:30 (予定) 本会議 
各委員長報告、全議案討論、採決 

日本共産党が提出した意見書に対する質疑など 
傍聴においで下さい 

 

議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
は
、
久
喜
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
り
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中

継
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

削減概要 

 

新園舎の概要 

場所：久喜市所久喜８４１－１ 

敷地面積：３，０００㎡ 

構造；鉄骨造り、平屋建て 

建築面積；１，０１８㎡ 

金額；２億１，０００万円 

 

 


